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図I -1 平成11年の外食産業市場規模とその構成

打料： mり外食産業総合調究研究センターの推計による。

注Ill 料理品小光業は弁当給食の市場規模を含んでいる。

注121 外食9梢業統計資料集2001年版((II!)外食産業総合，淵杏研究センター ）より転載。
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図1-2 最終消費から見た飲食費のフロ ー

貧料：股林水産省「農林漁業・食品工業を中心とした産業関連表（平成7年表）」（平成11年）

itlll 飲食料の最終i�it'/80兆3,859憶円に全る流れを表している。

w 食111農水序物には特HI林廂物（きのこ類）を含む。

131 飲食費には． 旅館・ホテル等でiiり貨された飲食貨分は含まれていなし'o

(.JI l,11中の数値は「平成10年度農業(1因」のものとは部門範囲の違いからYi千異なっている。

151 外食咤業統，汁賓料集2001年版((ll;j)外食産業総合濁杏研究センター ）より転載。
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